
 

 

 

 

平成 26年 12月 3日 

 

各報道機関文教担当記者  殿 

 

大学・学生・地域 それぞれの関わりから「学都」を考える 

3 大学主催で学都シンポジウム in 金沢を開催 
 

金沢大学は，文部科学省平成 25 年度「地(知)の拠点整備事業」の採択を受け，「教育」

「研究」「社会貢献」を柱に，社会の担い手として活躍するために重要な「知」の積極的

な発信と還元を通じて地域の感性を備えた人材の育成に取り組んでいます。 

このたび，本事業の一環として，金沢大学，熊本大学，岡山大学の３大学主催で「学都

シンポジウム in 金沢」を実施します。 

このシンポジウムでは，岡山大学，熊本大学などの有識者を交えながら 市民や学生が

ともに，「大学と地域」，「学生と地域」との関わりを考えることを通じて，学都について

認識を深めるとともに学都・金沢の魅力の再発見につなげます 。また，第二部では，金

沢大，熊本大，岡山大の各学生や市民も参加するワークショップを行い，学生や市民が考

える学都とまちづくりについて討論します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついては，事前及び当日の取材・報道について，どうぞよろしくお願いいたします 。 

 

【参考】 文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」とは 

大学等が自治体と連携し，全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援することで，

課題解決に資する様々な人材や情報・技術が集まる，地域コミュニティの中核的存在としての大学の機能

強化を図ることを目的しています。 
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金沢大学総務部地域連携推進室 竹田 

Tel:076-264-5905 

(広報担当) 

金沢大学総務部広報室 北村 

Tel:076-264-5024 

金沢・熊本・岡山三都市 

学都シンポジウム in 金沢 
 

日 時：12月 6日(土) 13：00～16：30 

場 所：ITビジネスプラザ武蔵６F交流室１(金沢市武蔵町 14-31) 

対 象：どなたでも自由に参加できます(参加無料) 
詳 細：別添チラシのとおり 
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